
和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課

１ 教育の支援

幼児教育・保育の
無償化

1
紀州っ子いっぱい
サポート

　第２子以降を育てる世帯の経済的負担を軽減するため、市町村と
協力し保育料の無償化を実施した。
　・第２子：年収約360万円
　・第３子以降：所得制限なし
＜対象施設＞
　保育所、認定こども園、幼稚園
　児童発達支援センター等
　認可外保育施設（病院内、企業内含む。）
＜スキーム＞
　　実施する市町村への１／２補助

241,267 229,967 こども未来課

2
幼児教育・保育の
質の向上

　①こども未来課
　市町村が実施する家庭支援推進保育事業に要する費用について財
政支援を行った。
　②義務教育課
　経験年数等に応じた研修や保育者に必要な内容をテーマにした研
修を、幼稚園・保育所・認定こども園関係職員を対象に、年間１８
回開催した。受講者はのべ１，１８６人、受講者の研修内容の評価
は、５段階評価で平均４．６であった。

①2,445
②987

①2,325
②757

こども未来課、
義務教育課

3
訪問型家庭教育支
援推進事業

　専門講座や特別講演会を通して取組の好事例を発信するととも
に、支援員等の資質向上と人材育成を図った。また、子育て中の保
護者がつながりを深めるための子育て講座を実施し、家庭教育に関
する基礎的な知識の普及、啓発を図った。
　地域における家庭教育支援基盤構築事業実施市町：１０市町

17,330 12,594 生涯学習課

スクールソーシャル
ワーカーやスクールカ
ウンセラーが機能する
体制の構築等

4
不登校等総合対策
事業

　スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの配置拡
充、教職員に対する研修や教育相談を実施した。

409,676 373,356 教育支援課

5
きのくに学力向上
総合戦略

　県内全ての公立小中学校等児童生徒に対して学習到達度調査（テ
スト）を実施した。

52,765 49,560 義務教育課

6
教職員への人権研
修の実施

　教職員を対象とした人権研修において、こどもの貧困問題の内容
を取り扱った。
　（初任者研修・６年次研修・中堅教諭等資質向上研修・教育経営
研修等）

19,374 17,034
人権教育推進
課、教育セン
ター学びの丘

7
ICTを活用した不
登校児童生徒への
学習支援

　ＩＣＴを活用した学習支援を教育支援センター等において実施す
るとともに、教育支援センターを設置している１８市町に３８名の
訪問支援員を配置した。　訪問支援員が関わった児童生徒のうち４
１．５％が、登校できるようになるなどの改善が見られた。

73,036 64,481 教育支援課

8
基本研修事業・専
門研修事業

　関係機関との連携のもと、教職員がチームとして取り組む効果的
な生徒指導や学級集団づくり、教育相談の実施に向けた研修を実施
した。

16,298 14,584
教育センター学
びの丘

高校中退の予防の
ための取組

不登校等総合対策
事業

再掲 事業No.４を参照 同左 同左 教育支援課

9
高等学校等学び直
し支援

　高等学校の中途退学者が再度県内の高等学校に就学する費用を国
が負担し、就学援助（全額国庫）を実施
＜令和5年度＞
　①公立：対象者数 49人、総額　377千円
　②私立：対象者数   8人、総額1,008千円

①783
②3,403

①377
②1,008

（教）総務課、
文化学術課

10 若者自立支援事業

　県内3か所に設置している若者サポートステーションWithYou
において、若者からのあらゆる相談対応を行うとともに、個人の
状況に応じた総合的・継続的な支援を実施した。
　・新規登録者数　　945人
　・相談件数　　　　8,522件

38,051 38,022 こども支援課

11 和歌山県修学奨励
　経済的理由により修学が困難な者に対し、「奨学金」及び「進学
助成金」を貸与した。
　対象者数：124名【奨学金】、92名【進学助成金】

218,757 193,283 生涯学習課

12
和歌山県大学生等
進学支援

　意欲と能力が高い者が、経済的な事情に左右されず、大学等に進
学して学び、将来の地域社会の担い手となるよう、低所得世帯の学
生・生徒に対して「和歌山県大学生等進学支援金」を貸与した。
　対象者数：39名（新規）、109名（継続）

98,045 88,897 生涯学習課

13
私立専修学校授業
料等減免事業費補
助金

　一定の収入未満の世帯の県内専修学校（専門課程）生に対する修
学援助を実施

　対象者数：211人

101,104 98,099 文化学術課

14
母子父子寡婦福祉
資金貸付金

　母子家庭、父子家庭及び寡婦並びに父母のいない児童の経済的自
立の助成と生活意欲の助長を図るための資金を貸付。
・母子福祉資金貸付実績：146件　105,394千円
・父子福祉資金貸付実績：  12件　　 5,607千円
・寡婦福祉資金貸付実績：　 3件　　 2,156千円

150,863 113,157
多様な生き方支
援課

大綱第４の区分

(3)高等学校等におけ
る修学継続のための
支援

高校中退後の支援

(1)幼児教育・保育の
無償化の推進及び質
の向上

(4)大学等進学に対す
る教育機会の提供

幼児教育・保育の
質の向上

学校教育による学
力保障

(2)地域に開かれたこ
どもの貧困対策のプ
ラットフォームとし
ての学校指導・運営
体制の構築

高等教育の修学支
援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

児童養護施設等の
こどもへの学習・
進学支援

15
児童福祉施設措置
費

　児童養護施設等入所児童にかかる通塾費等、学習支援経費につい
て児童福祉施設措置費により負担した。

2,676,295 2,672,391 こども支援課

16
特別支援教育振興
事業

　進路先や実習先開拓のための啓発リーフレットの活用を促すとと
もに、関係機関との意見交換会の場を設定するなど連携し、特別支
援学校高等部に在籍する生徒の進路実現に向けた取組の支援を行っ
た。また、卒業後の生活も視野に入れ在学中から医療・福祉等の関
係機関とつながることができるよう、つなぎ愛シート（個別の教育
支援計画）の活用推進を行っている。

3,412 3,070 特別支援教育室

17
特別支援教育就学
奨励費

　県内特別支援学校10校の幼児、児童生徒の就学経費の全部または
一部を補助
　令和5年度：対象者数 1,605人、総額 180,210千円

190,043 180,210
（教）総務課、
特別支援教育室

外国人児童生徒等
への支援

18 外国人児童生徒等教育に係る研修会

　日本語指導を必要とする児童生徒が在籍する学校を所管する市町
村教育委員会指導主事や学校の教員等を対象に、研修会を開催し、
日本語指導等の重要性や今後の指導を充実させる

0 0
県立学校教育
課、義務教育課

ヤングケアラーに
対する支援

19 ヤングケアラーに対する支援

・令和５年７月に市町村の支援体制の調査の実施。
・各研修にて講演の実施。
・月１回程度のワーキンググループの開催。
・明治安田生命保険相互会社との包括連携協定。

0 0
こども未来課、
教育支援課

義務教育段階の就
学支援の充実

20
生活保護制度（教
育扶助）

　義務教育期間のこどもがいる生活保護世帯に対し、給食費等の修
学にかかる費用の支給を行った。

4,823 4,897 社会福祉課

21
高等学校等就学支
援金

　一定収入未満の世帯（年収目安910万円未満）の高校生に対する
授業料支援（全額国庫）
　＜令和5年度＞
　①公立：対象者数 16,826人、総額 1,810,108千円
　②私立：対象者数   3.529人、総額 　748,305千円

①1,813,272
②847,401

①1,810,108
②748,305

（教）総務課、
文化学術課

22
和歌山県高校生等
奨学給付金（奨学
のための給付金）

　高校生等を有する低所得世帯の授業料以外の教育費負担を軽減す
るため、住民税所得割非課税世帯を対象とした「奨学のための給付
金」を支給した。
　①公立：対象者数 2.178人
　②私立：対象者数　 340人

①292,391
②52,349

  ①261,159
②42,158

生涯学習課、文
化学術課

23
県立高等学校授業
料減免

　経済的理由により授業料の支払いが困難な世帯の生徒に対し、授
業料の減額又は免除
令和5年度：対象者数 456人、減免額 4,345千円

0 0 （教）総務課

24
私立高等学校等家
計急変世帯授業料
減額等補助事業

　高等学校等に進学した後に家計が急変し、一定の収入未満になっ
た世帯の県内高校生に対する就学援助を実施

　対象者数 0人

792 0 文化学術課

和歌山県修学奨励 再掲 事業No.11を参照 同左 同左 生涯学習課

25
生活福祉資金貸付
制度

【生活福祉資金等貸付実績(令和5年度)】
   　総合支援資金　39件    10,113万円
   　福祉資金　　　45件　 19,741万円
   　教育支援資金　56件　 75,961万円

25,049 25,049 社会福祉課

26
生活保護制度（生
業扶助）

　生活保護世帯に対し、こどもが高校学校等に進学する際の入学
料、入学考査料や就学中の授業料、教材費等の支給を行った。

4,679 3,374 社会福祉課

母子父子寡婦福祉
資金貸付金

再掲 事業No.14を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

27

母子家庭就業・自
立支援事業（うち
ひとり親家庭高等
学校卒業程度認定
試験合格支援）

　ひとり親家庭の親及び子に、高卒認定試験の受験に必要な講座受
講料の一部を給付。
　・実績　0人

80 0
多様な生き方支
援課

(6)教育費負担の軽減

ひとり親家庭への
進学費用等の負担
軽減

特別支援教育に関
する支援の充実

(5)特に配慮を要する
こどもへの支援

高校生等への修学
支援等による経済
的負担の軽減

生活困窮世帯等へ
の進学費用等の負
担軽減
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

28
地域ふれあいルー
ム推進事業

　放課後や週末等に学校の余裕教室等を活用し、地域住民との交流
活動等の取組を実施する拠点として、「地域ふれあいルーム」を開
設し、大人とこどもとの交流活動を推進した。
　放課後等子ども教室：14市町79個所（和歌山市除く）
　いきいき交流教室（県立特別支援学校）：8校8個所

13,656 11,310 生涯学習課

29
こどもの居場所づ
くり推進事業

　放課後等に一人で過ごさなければならない小学校４年生から６年
生等に対し、学習支援や大人とのふれあいの機会を定期的・継続的
に提供し、学習習慣の定着やコミュニケーション力の向上等を支援
する取組を実施した。
　子どもの居場所づくり：23市町村６７個所（和歌山市除く）

27,892 23,430 生涯学習課

30
地域こども団体育
成

　児童館等を活用し学習活動や創作活動、スポーツやリーダー育成
などに取り組むこども会の組織的・継続的な活動の支援を実施し
た。
　地域総合活動補助　　６１団体
　地域集団活動補助　　３８団体
　専任職員配置補助　　２２人
　地域組織活動支援　　２０団体
　青少年地域参加促進　１０団体

26,916 26,514 こども未来課

児童福祉施設措置
費

再掲 事業No.15を参照 同左 同左 こども支援課

31
和歌山こども食堂
支援

　こども食堂の開設に係る設備購入や設備改修、学習支援等機能強
化に係る備品購入等（２４箇所）に対して補助を行うとともに、
「わかやま子供食堂応援ネットワーク」事業を通じて、支援者とこ
ども食堂をつなぐコーディネーターを配置した。

62,853 19,009 こども未来課

夜間中学の設置促
進・充実

32
中学校夜間学級の
設置促進

　和歌山市が、令和７年4月に公立夜間中学を設置することを表明
し、県は、令和８年４月を目途に東牟婁地方に県立夜間中学の設置
に向けて取り組むことを表明した。県教育委員会は、関係市教育委
員会とともに、他県の夜間中学を視察し、情報収集に取り組んだ。
また、県立夜間中学設置検討委員会を開催し、夜間中学の在り方や
課題について、有識者等の意見を聴取した。

0 0 義務教育課

33
学校における食育
推進に関する研修

　学校給食管理指導者・栄養教諭等研修会を令和５年７月に、学校
における食育推進研修会及び食に関する健康課題対策支援事業成果
報告会を令和６年２月に開催した。

237 145 教育支援課

34 補食給食
　　夜食の補助を県立定時制高等学校５校及び和歌山市立和歌山高
校（定時制）で実施した。

568 390 教育支援課

児童福祉施設措置
費

再掲 事業No.15を参照 同左 同左 こども支援課

地域ふれあいルー
ム推進事業

再掲 事業No.28を参照 同左 同左 生涯学習課

地域こども団体育
成

再掲 事業No.30を参照 同左 同左 こども未来課

35
和歌山版「食事バ
ランスガイド」の
普及・活用

　食育推進検討会（有識者2名、栄養教諭2名）にて、県内全小学５
年生を対象とした食事バランスガイド普及啓発教材を作成。各小学
校に配付し、授業等で活用いただいた。
　〇配付校数：249校
　〇作成部数：9,100部

1,840の内数 1,420の内数 果樹園芸課

和歌山こども食堂
支援

再掲 事業No.31を参照 同左 同左 こども未来課

(8)その他の教育支援

(7)地域における学習支援等

地域学校協働活動
における学習支援
等

生活困窮世帯等へ
の学習支援

学校給食を通じた
こどもの食事・栄
養状態の確保

多様な体験活動の
機会の提供
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

２ 生活の安定に資するための支援

36
こども・子育て支
援事業 （利用者支
援事業）

　妊娠・出産・子育て等に関する相談にワンストップで対応する
「子育て世代包括支援センター」を設置する市町村に対する支援を
実施した。

31,550 31,550
健康推進課、こ
ども未来課

37
乳幼児医療費助成
事業

　乳幼児を対象に保険医療費自己負担分を市町村に対し補助を行っ
た。
・負担割合　県１／２、市町村１／２

728,539 713,179 健康推進課

38
生活困窮者に対す
る自立相談支援事
業

　生活困窮者の相談に対し、その相談内容に応じた支援プランを作
成し、相談支援や就労支援等を実施した。

26,511 23,536 社会福祉課

39
わかやまひとり親
家庭アシスト （う
ち見守り支援）

　ひとり親家庭の自立に向けた相談体制の強化、就労と経済的安定
を推進するため、ひとり親家庭見守り支援員を配置し、自立支援プ
ログラムの策定を通じて各種施策の効果的な活用、きめ細かな就業
支援を実施。
・登録人数：5人

508 51
多様な生き方支
援課

40
わかやまひとり親
家庭アシスト （う
ち日常生活支援）

　ひとり親家庭の子育てや家事等の日常生活を支援。
・登録世帯数：86世帯

4,459 4,692
多様な生き方支
援課

41
生活困窮者自立支
援法に基づく住居
確保給付金

　離職等により経済的に困窮し、住居を喪失した者又は住居を喪失
するおそれのある者に対し、家賃相当分を支給することにより、住
居及び就労機会の確保に向けた支援を行った。

4,448 202 社会福祉課

地域ふれあいルー
ム推進事業

再掲 事業No.28を参照 同左 同左 生涯学習課

42
保育士等の人材確
保

　保育士の安定的な確保を図るため、潜在保育士等の就職支援や保
育士の労働環境改善の支援、指定保育士養成施設に在学する学生等
を対象に保育士修学資金貸付け等を行った。また、保育士の専門性
を高めるためにキャリアアップ研修を行い、給与面等での処遇改善
に反映させた。

199,298 188,372 こども未来課

43
放課後児童健全育
成対策等施設整備

　放課後児童クラブに使用している建物等（１か所）の改築に対し
て補助を行う予定であったが、令和５年度内に事業が完了しない見
込みとなったため、令和６年度に繰り越した。

10,432 0 こども未来課

訪問型家庭教育支
援推進事業

再掲 事業No.3を参照 同左 同左 生涯学習課

こども・子育て支
援事業 （利用者支
援事業）

再掲 事業No.36を参照 同左 同左
健康推進課、こ
ども未来課

わかやまひとり親
家庭アシスト （う
ち日常生活支援）

再掲 事業No.40を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

(2)保護者の生活支援

保護者の育児負担
の軽減

(1)親の妊娠・出産
期・こどもの乳幼児
期における支援

妊娠・出産期から
の相談・切れ目の
ない支援

保護者の自立支援

保育等の確保
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

生活福祉資金貸付
制度

再掲 事業No.25を参照 同左 同左 社会福祉課

わかやまひとり親
家庭アシスト （う
ち日常生活支援）

再掲 事業No.40を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

44
児童養護施設等に
おける家庭的養護
の促進

　児童養護施設等の改築・増築の際には、小規模かつ地域分散化さ
れた施設の設置を優先して進めていく。

37,175 37,175 こども支援課

45
社会的養護体制整
備・促進（里親委
託推進）

　里親支援機関２箇所で里親相談会、サロン、交流会及び研修の開
催、里親への相談支援を実施した。また、里親制度普及啓発のため
リーフレットの作成を行った。

50,350 45,295 こども支援課

46
幼児教育関係職員
研修

　幼児教育関係職員研修における「食育研修」を、こども未来課主
催の保育現場におけるリーダー的職員の育成を目的とした「保育士
等キャリアアップ研修」の「食育・アレルギー対応」分野と共催で
行った。令和5年度は、「食と子育て、食育計画の作成と活用」、
「アレルギーの理解、アレルギー疾患の理解」の研修内容を共催
し、義務教育課からの受講者は44人、こども未来課からの受講者は
422人であった。

4,340 4,031
こども未来課・
義務教育課

和歌山版「食事バ
ランスガイド」の
普及・活用

再掲 事業No.35を参照 同左 同左 果樹園芸課

和歌山こども食堂
支援

再掲 事業No.31を参照 同左 同左 こども未来課

生活困窮者に対す
る自立相談支援事
業

再掲 事業No.38を参照 同左 同左 社会福祉課

47

母子家庭等就業・
自立支援事業 （う
ち、母子家庭等就
業・自立支援セン
ター事業等）

　母子家庭の母等の安定した就労を支援し、その経済的自立を図る
ため、相談体制を整備
　・就業相談実績：432件

2,123 2,123
多様な生き方支
援課

若者自立支援事業 再掲 事業No.10を参照 同左 同左 こども支援課

48 若年者の就労支援

　わかやま就職支援センター（令和５年６月より、若年者就職支援
センター（ジョブカフェわかやま）と再就職支援センター（はたら
コーデわかやま）を統合）において、若年者等の就職相談やキャリ
アカウンセリングを実施した。
　【令和５年度】
　総利用者数：２,２８４人
　就職者数：１６８人

15,298 15,298 労働政策課

49 普通課程職業訓練
　主に新卒者から４０歳未満までを対象に、県立産業技術専門学院
において職業訓練を実施

8,289 6,952 労働政策課

50 労働教育の実施
　和歌山労働局（厚生労働省）が実施する若年者地域連携事業を活
用し、高校生の採用内定者用ガイドブックを配布。

- - 労働政策課

51
就職支援プロジェ
クト

　就職希望者が多い県立高等学校１７校２分校に民間企業経験者を
就職指導員として配置し、就職指導の充実、内定率の向上、高卒就
職者の早期離職防止をめざす。

42,287 37,871 県立学校教育課

普通課程職業訓練 再掲 事業No.49を参照 同左 同左 労働政策課

52 労働相談の実施

　労働センターにおいて相談員による労働相談を実施
　相談時間：火・水・木・金曜　16～20時
　　　　　　土・日曜　10時～16時
　令和5年度
　相談者数(人数)：205人
　相談案件数：501件

2,684 2,684 労働政策課

労働教育の実施 再掲 事業No.50を参照 同左 同左 労働政策課

食育の推進に関す
る支援

社会的養育が必要
なこどもへの生活
支援

生活困窮世帯等の
こどもへの生活支
援

こどもの社会的自
立の確立のための
支援

(3)こどもの生活支援

生活困窮世帯等の
こどもに対する進
路選択等の支援

高校中退者等への
就労支援

児童福祉施設入所
児童等への就労支
援

(4)こどもの就労支援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

53
母子生活支援施設
の活用

　配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその者の
監護すべき児童を入所させ、保護するとともに自立促進のために生
活支援を行った。

- -
多様な生き方支
援課

54
ひとり親世帯、子
育て世帯の県営住
宅への優先入居

　ひとり親世帯、子育て世帯等は、優先抽選に参加でき、抽選に漏
れた場合も、一般枠での抽選に参加ができるよう抽選機会の確保
（２回）を行った。

- - 建築住宅課

母子父子寡婦福祉
資金貸付金

再掲 事業No.14を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

55
ひとり親家庭高等
職業訓練促進資金
貸付

　ひとり親家庭の親が看護師、保育士等の資格を取得する際に係る
費用を貸付。県社会福祉協議会が行う事業として県が補助。
・貸付実績（令和６年３月末時点）　１３人

1,500 677
多様な生き方支
援課

生活困窮者自立支
援法に基づく住居
確保給付金

再掲 事業No.41を参照 同左 同左 社会福祉課

家庭への復帰支援 56
家族再統合プログ
ラムの作成、展開

　児童相談所において民間団体が行っている親支援プログラムにつ
いて、特別な支援を必要とする保護者に対して実施した。

1,950 1,950 こども支援課

57
児童養護施設等の
退所児童等のアフ
ターケア推進

　児童養護施設等から自立予定又は自立後の児童等に対して、地域
生活を始める上で必要な知識や情報を提供し、生活や就労に関する
相談を実施した。

4,526 4,526 こども支援課

58
児童養護施設退所
者等に対する自立
支援資金貸付

　児童養護施設退所者等が大学等進学や就職する場合に必要な費用
及び就職に必要な資格取得のために必要な費用の貸付を行った。

1,942 856 こども支援課

59
身元保証人確保対
策事業

　児童養護施設退所者等の社会的自立の促進のため、身元保証人確
保事業を実施した。

89 52 こども支援課

60
児童養護施設等児
童自立定着指導事
業

　児童養護施設等退所児童に対して、自立後の生活及び就業指導を
行うための施設指導員の旅費を支給した。

86 86 こども支援課

61
社会的擁護自立支
援事業

　児童養護施設の入所措置等を受けていた者について、原則２２歳
の年度末まで施設等で生活が継続できるよう居住、生活費等の支援
を行った。

15,151 4,802 こども支援課

児童家庭支援セン
ターの相談機能の
強化

62
児童家庭支援セン
ターの設置促進

　地域に開かれた子育て支援の拠点として、こどもや家庭等からの
相談の対応、支援等を行う児童家庭支援センターの運営を行った。

51,078 51,078 こども支援課

児童養護施設等に
おける家庭的養護
の促進

再掲 事業No.44を参照 同左 同左 こども支援課

社会的養護体制整
備・促進（里親委
託推進）

再掲 事業No.45を参照 同左 同左 こども支援課

63
児童相談所の体制
強化

　児童相談所職員の職種及び経験に応じた体系的な研修を実施し、
資質向上を図った。

3,141 1,961 こども支援課

64 市町村の体制強化
　要保護児童対策地域協議会（市町村児童福祉主管課）関係職員の
資質向上、専門性確保を目的とした研修を実施した。

658 305 こども支援課

社会的養護の体制
整備

(5)住宅に関する支援

(6)児童養護施設退所
者等に関する支援

退所等後の相談支
援

市町村等の体制強
化

(7)支援体制の強化
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

65
子育て支援情報検
索システム

　こどもの貧困対策事業も含めた子育て全般に係る施策・情報等を
スマートフォンで検索できるようにするため、チャットボットシス
テムを県内全市町村と協力して構築し、ＬＩＮＥ公式アカウントお
よび専用ＨＰと連携させて子育て支援情報を２４時間３６５日検索
できるシステムを運用した。
　<利用回数>のべ1,061回

4,054 4,054 こども未来課

66
ひとり親家庭訪問
支援事業

　ひとり親家庭の孤立防止及びひとり親家庭支援制度の周知徹底を
図るため、ひとり親家庭に対し、居宅等への訪問や、児童扶養手当
現況届期間中の出張相談を行った。
　・居宅等訪問（電話でのヒアリング含む。）　１７０世帯

4,958 2,799
多様な生き方支
援課

生活困窮者自立支
援制度とひとり親
家庭向けの施策の
連携の推進

67
生活困窮者自立支
援会議等による連
携

　①社会福祉課
　各地域において、関係機関等がそれぞれ把握している困窮が疑わ
れるような個々のケースの情報の共有や地域における必要な支援体
制の検討を行うための会議を行った。
　②多様な生き方支援課
　ひとり親家庭訪問支援事業により得たひとり親家庭の情報のう
ち、情報共有が必要と考えられる情報を市町村及び振興局と共有し
た。

　①事業No.38
　　を参照

　② -

　①事業No.38
　　を参照

　② -

社会福祉課、多
様な生き方支援
課

68
民生委員・児童委
員指導事業

　相談支援件数（和歌山市除く）
　令和5年度　28,923件
　うちこどもに関する相談　6,064件
　令和4年度　26,507件
　うちこどもに関する相談　5,274件

148,105 145,187 社会福祉課

母子家庭等就業・
自立支援事業 （う
ち、母子家庭等就
業・自立支援セン
ター事業等）

再掲 事業No.47を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

69
母子・父子自立支
援員の配置

　ひとり親家庭が直面する課題に対応するため、福祉事務所に母
子・父子自立支援員を配置し、自立に必要な情報提供や相談対応を
行った。

- -
多様な生き方支
援課

３ 保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援

(1)職業生活の安定と
向上のための支援 所得向上策の推

進、職業と家庭が
安心して両立でき
る働き方の実現

70
非正規社員の正社
員化に取り組む企
業支援事業

　①正規雇用促進企業経営者向けセミナーを開催
　開催日：令和５年11月14日
　参加企業数：67社
　②デジタル人材育成研修を開催
　開催時期：令和６年８月～12月（全11回）
　参加者数：延べ179人

3,641 3,536 労働政策課

母子家庭等就業・
自立支援事業 （う
ち、母子家庭等就
業・自立支援セン
ター事業等）

再掲 事業No.47を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

わかやまひとり親
家庭アシスト （う
ち見守り支援）

再掲 事業No.39を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

71

母子家庭等就業・自
立支援事業（うち、
高等職業訓練促進給
付金、自立支援教育
訓練給付金）

　ひとり親家庭の親が看護師、保育士等の資格を取得する際、仕事
又は育児と養成機関への通学の両立が困難な家庭の生活支援、受講
料の補助を行った。
　・支給人数（令和６年３月末時点）
　高等職業訓練促進給付金　　９人
　自立支援教育訓練給付金　　１人

15,109 11,517
多様な生き方支
援課

ひとり親家庭高等
職業訓練促進資金
貸付

再掲 事業No.55を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

母子父子寡婦福祉
資金貸付金

再掲 事業No.14を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

ひとり親家庭の親
の職業と家庭の両
立

わかやまひとり親
家庭アシスト （う
ち日常生活支援 ）

再掲 事業No.40を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

ひとり親家庭の親
の学び直しの支援

母子家庭就業・自立
支援事業（うち　ひ
とり親家庭高等学校
卒業程度認定試験合
格支援）

再掲 事業No.27を参照 同左 同左
多様な生き方支
援課

ひとり親支援に係
る地方公共団体窓
口のワンストップ
化等の推進

(7)支援体制の強化

相談職員の資質向
上

ひとり親家庭の親
への就労支援

(2)ひとり親に対する
就労支援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
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予算
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決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

72
生活困窮者等への
就労支援

　ハローワーク等と連携した就労支援のほか、就労に課題のある方
に対しては日常生活や社会自立など基礎能力を養いながら就労に向
けた支援を行った。

3,325 3,325 社会福祉課

労働相談の実施 再掲 事業No.52を参照 同左 同左 労働政策課

73
和歌山再就職支援
「就活サイクル」
プロジェクト事業

　①県内４か所（和歌山、橋本、田辺、オンライン）で合同企業説
明会を開催
　【令和５年度】
　開催日：令和６年２月１０日・１７日・２４日・２６日
　参加企業数：１４５社
　参加求職者数：１２８人
　②ステップアップフェア（セミナー及び合同企業説明会）の開催
　開催日：令和５年９月９日・１２月７日
　参加企業数：２７社・７０社
　参加求職者数：９７人・９０人

25,294 25,294 労働政策課

74
人材Uターン等就
職支援事業

　県外及び県内各地域での合同就職面談会（UＩターン就職フェア）
の開催
　【令和５年度】
　参加求職者：８８１人（１７回）

2,057 2,057 労働政策課

75
離転職者等職業訓
練、施設外訓練

　離転職者の求職者が就職に必要な知識・技術を習得するための職
業訓練を、民間訓練機関に委託し実施した。
　・開講コース数：45コース
　・入校者数：351人

306,129 99,408 労働政策課

76
雇用支援就職促進
事業

　【令和５年度】
　県内各地域で巡回相談を実施し、就職困難者を支援

15,736 15,169 労働政策課

非正規雇用から正
規雇用への転換

非正規社員の正社
員化に取り組む企
業支援事業

再掲 事業No.70を参照 同左 同左 労働政策課

４ 経済的支援

77
児童扶養手当、特
別児童扶養手当

　①児童扶養手当
　ひとり親家庭の生活と安定と自立のための支給制度。離婚などに
よりひとり親となった家庭の親、父母に代わって児童を養育してい
る者、父母が一定の障害の状態にある親に対し支給した。
　・受給者数（令和6年3月末時点）　1,573人
　②特別児童扶養手当
　20歳未満の中程度以上の身体障害・知的障害・精神障害や長期に
安
静を必要とする病状にある児童を家庭において監護している父もし
くは母、または父母にかわって児童を養育している者に対し支給し
た。

①1,041,207
②6,017

①985,031
②6,017

多様な生き方支
援課、障害福祉
課

78 児童手当
　児童の健やかな成長を支援するため、児童を養育している者に児
童手当を支給した。
　・受給者数　60,361人

1,790,078 1,759,389 こども未来課

養育費の確保の推
進

79 養育費確保支援

　ひとり親家庭等に対する養育費の取り決めや支払確保の支援を
行った。
　・公正証書作成費用等補助（町村分）　６件
　・弁護士による法律相談　２２件

4,576 1,109
多様な生き方支
援課

就労機会の確保

児童手当・児童扶
養手当制度の着実
な実施

(3)困窮世帯等への就
労支援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ5年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ5年度）

予算
（Ｒ5年度）

決算
（Ｒ5年度）

担当課大綱第４の区分

高等学校等就学支
援金

再掲 事業No.21を参照 同左 同左
（教）総務課、
文化学術課

和歌山県高校生等
奨学給付金（奨学
のための給付金）

再掲 事業No.22を参照 同左 同左
生涯学習課、文
化学術課

県立高等学校授業
料減免

再掲 事業No.23を参照 同左 同左 （教）総務課

私立高等学校等家
計急変世帯授業料
減額等補助事業

再掲 事業No.24を参照 同左 同左 文化学術課

私立専修学校授業
料等減免事業費補
助金

再掲 事業No.13を参照 同左 同左 文化学術課

和歌山県大学生等
進学支援

再掲 事業No.12を参照 同左 同左 生涯学習課

和歌山県修学奨励 再掲 事業No.11を参照 同左 同左 文化学術課

生活保護制度（教
育扶助）

再掲 事業No.20を参照 同左 同左 社会福祉課

生活保護制度（生
業扶助）

再掲 事業No.26を参照 同左 同左 社会福祉課

80
３子以上世帯向け
の経済的支援

　下記の県独自事業において、３人以上のこどもの数に応じ所得制
限の上限額を１人あたり５０万円程度引き上げ
　・和歌山県立高等学校特別地域生徒通学費等補助金（4名該当）
　・和歌山県立高等学校定時制及び通信制課程教科書等無償給与
（16名該当）
　・和歌山県高等学校定時制及び通信制課程修学奨励金（対象者な
し）

7,423 6,394
こども未来課、
（教）総務課、
生涯学習課

紀州っ子いっぱい
サポート

再掲 事業No.1を参照 同左 同左 こども未来課

81 在宅育児支援

　第２子以降の０歳児を保育所に預けず在宅で育てる世帯の経済的
負担を軽減するため、給付金を支給した。
　・第２子：年収約360万円
　・第３子以降：所得制限なし
　＜支給額＞
　　　15,000円/月×10か月（生後２か月～１歳まで）
　＜スキーム＞
　　　県10/10。市町村に事務委託
　令和5年度実績
　　支給件数　1,100件　　支給額　89,040,000円

127,086 94,270 こども未来課

82
ひとり親家庭医療
費助成事業

　市町村が行うひとり親家庭の医療費の支給事業に対して補助を
行った。

496,880 490,241
多様な生き方支
援課

乳幼児医療費助成
事業

再掲 事業No.37を参照 同左 同左 健康推進課

83
小児慢性特定疾病
医療費助成事業

　国指定の特定疾病に係る医療費の一部について公費負担を行っ
た。
　・対象年齢１８歳未満（延長期間２０歳未満まで）

108,543 106,191 健康推進課

★多子世帯の経済
的負担軽減

★医療費負担の軽
減

教育費負担の軽減
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